
2008 年度のプロジェクトの活動報告

◆水使用の実態調査

　前期に取り付けた節水器具の効果測定をはじめ、カフェ

テリア厨房の水使用の実態について調査を行いました。水

漏れ等の設備の不具合等の問題点を発見しました。

目的：組合員が進んでゴミ分別・削減を考える生協作り 

目標：廃棄物削減・水道使用についての実態把握 

◆廃棄物削減活動

　調査・分析を中心に活動を行ってきました。3年分のレジ袋の使用

データを分析し、現状の把握を行って 2009 年への活動へつなげた他、

レジ袋使用実態を組合員に周知し、無用なレジ袋の使用を減らすポス

ターを製作しました。また、今まで実態が明らかになっていなかった

割り箸の使用についても調査を行いました。

省資源プロジェクト 

身近なとこからコツコツと！ 

省資源プロジェクトは 2008 年秋、以前の「水プロジェクト」「電気・動力プロジェクト」「廃棄物プロジェクト」

の 3つのプロジェクトを統合して誕生しました。

コラム★

目的とは、中長期的ゴールを言います。県大生協では 3年単位で設定しています。

目標とは、目的を達成するまでの中間地点のことを指します。県大生協では１年単位です。

８０％
の組合員が

「レジ袋」の使用を

断っているという

2008 年11 月・滋賀県立大学生協ショップで

事実

滋賀県立大学生協 with E nvironmental M anagement  O ffice 

この数値を引き上げるためには、あなたの協力が必要です

11月使用されたレジ袋は4138枚

石油に換算すると21kg
「あると便利だから」から「なくても大丈夫」へ
いつもレジ袋を貰っているあなたが変われば・・・

※ショップ総利用者数/ レジ袋使用枚数（焼きたてパンの袋は含まず）
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